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西はりま消防
相生市・たつの市・宍粟市・太子町・佐用町の消防広域化：平成25年４月発足
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近
年
、
全
国
各
地
で
地
震

や
台
風
、
猛
暑
な
ど
の
自
然

災
害
や
異
常
気
象
が
数
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
、
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
、
令
和

に
時
代
が
変
わ
っ
て
か
ら
も
、

台
風
19
号
、
21
号
、
九
州
北

部
豪
雨
な
ど
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
か
ら
運
用
さ
れ

た
特
別
警
報
が
発
令
さ
れ
る

災
害
も
発
生
し
、
今
後
、
想

定
外
の
災
害
が
い
つ
、
ど
こ

で
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
も
猛
威
を
振
る

う
な
か
、
万
全
の
感
染
防
止

対
策
を
図
り
な
が
ら
職
務
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　
　

　

私
た
ち
西
は
り
ま
消
防
は
、

頻
発
化
・
激
甚
化
す
る
災
害

に
対
応
す
る
た
め
、
今
後
も

訓
練
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

【
日
々
の
備
え
が
身
を
守
る
】

　

皆
様
の
日
々
の
安
心
・
安

全
に
少
し
で
も
力
添
え
が
で

き
る
よ
う
に
。

多
く
の
災
害
に
備
え
て

予防査察 警防技術訓練

救急対応訓練 車両救出救助訓練
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年齢別職員構成の状況（令和2年4月1日現在）

職員の給与などの実態について、住民の皆様にご理解いただくため、概要をお知らせします（再任用、臨時職員を除く。）

◎人事の状況

区分 20歳
未満

20歳
～
23歳

24歳
～
27歳

28歳
～
31歳

32歳
～
35歳

36歳
～
39歳

40歳
～
43歳

44歳
～
47歳

48歳
～
51歳

52歳
～
55歳

56歳
～
59歳

60歳
以上 計

職員数 10人 31人 33人 23人 28人 22人 20人 34人 25人 26人 31人 0人 283人

人件費の状況 級別職員数等の状況（令和2年4月1日現在）

職員の採用試験の状況（令和元年度実施分）

区分 住民基本台帳人口
（令和元年度末） 歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率

）A（/）B（

元年度 192,935人 2,778,786千円 64,847千円 2,186,273千円 78.7%

職員給与費の状況

（注）１　職員手当には、退職手当を含まない。
　　２　職員数は、平成31年4月1日現在の人数です。
　　３　給与費については再任用職員（短時間勤務）の給与費を含むが、職員数には含んでいない。

区分 職員数
A

給　　　与　　　費 一人当たり給与費
 B/A給　　料 職員手当 期末･勤勉手当 計B

元年度 287人 1,071,100千円 304,576千円 440,063千円 1,815,739千円 6,327千円

（注）１　「平均給料月額」とは、令和2年4月1日現在における職種ごとの職員の基本給の平均です。
　　２　「平均給与月額」とは、令和2年4月に支給した給料月額と諸手当の合計の平均です。

職員の平均給与月額等の状況（令和2年4月1日）
区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

消防職 38.6歳 302,842円 369,849円

区　分 標準的な職務内容 職員数 構成比

7 級 消防長 1人 0.4%

6 級 次長、署長、
副署長、課長 14人 4.9%

5 級 副署長、課長、主幹 69人 24.3%

4 級 副主幹 46人 16.3%

3 級 係長、主査 67人 23.7%

2 級 主事 30人 10.6%

1 級 主事 56人 19.8%

採用区分 申込者数 受験者数 合格者数 倍率

大卒 11人 10人 4人 2.5倍

短・高卒 26人 25人 10人 2.5倍

令和元年度決算概要
西はりま消防組合一般会計の決算状況は、歳入総額が 2,843,633 千円、歳出総額が 2,778,786 千円で、歳入歳出差引額は 64,847 千円となっています。

科　　目
令和元年度

決算額 構成比

分担金及び負担金 2,728,984 96.0

使用料及び手数料 6,111 0.2

国 庫 支 出 金 25,836 0.9

財　産　収　入 1,992 0.1

繰　　越　　金 62,764 2.2

諸　　収　　入 17,946 0.6

合　　　計 2,843,633 100.0

科　　目
令和元年度

決算額 構成比

議　　会　　費 342 0.0

総　　務　　費 25,392 0.9

消　　防　　費 2,753,052 99.1

合　　　計 2,778,786 100.0

（単位：千円、％）

（単位：千円、％）歳　出

歳　入

◎財政の状況

宍粟市負担金
675,773 千円

佐用町負担金
389,269 千円

上郡町負担金
22,609 千円

使用料及び手数料
6,111 千円

国庫支出金
25,836 千円

財産収入
1,992 千円

繰越金
62,764 千円

太子町負担金
402,182 千円

たつの市負担金
856,654 千円

総務費
25,392 千円

議会費
342 千円

常備消防費
（人件費、予防・警防・ 
救急活動事業費など）
2,612,821千円

消防施設費
（光熱水費等の庁舎管理費、
庁舎維持補修費、消防車両
更新整備費など）
140,231千円

歳入決算額
2,843,633
千円

歳出決算額
2,778,786
千円

相生市負担金
382,497 千円

諸収入
17,946 千円

相　生
消防署

たつの
消防署

宍　粟
消防署

太　子
消防署

佐　用
消防署

合　計

火災件数
6

（8）
23

（29）
10

（24）
9

（8）
12

（12）
60

（81）
建物 3 14 4 1 25
林野 0 0 0 1 3
車両 1 2 1 2 8
その他※ 7 4 8 24

救急件数
1,163

（1,224）
3,336

（3,370）
1,752

（1,969）
1,377

（1,519）
721

（836）
8,349

（8,918）
急病 1,949 1,000 856 394 4,920
交通事故 252 88 137 34 604
一般負傷 546 289 248 116 1,392
転院搬送 453 302 84 160 1,117
その他※ 316

救助件数
25

（31）
47

（36）
33

（32）
41

（41）
29

（30）
175

（170）
火災 2
交通事故 47
水難事故 2
機械事故 8
建物事故 49
ガス及び酸欠事故 3
その他※ 64

警戒・検索・
その他件数

33
（44）

124
（111） （100）

52
（32）

61
（38）

356
（325）

令和２年（2020年）　管内災害件数
（　）内は前年件数　　単位：件

※ 各項目の「その他」欄は、記載以外の種別の件数を計上しています。

1
9
0
0
6
0
9

【
火
災
件
数
】

　

火
災
件
数
は
、
60
件
で
前
年
よ
り

21
件
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
種
別
で
み
る
と
、
建
物
火
災

25
件
、
林
野
火
災
３
件
、
車
両
火
災

８
件
、
そ
の
他
（
田
畑
、
河
川
敷

等
）
火
災
24
件
発
生
し
て
お
り
、
前

年
か
ら
比
べ
る
と
、
建
物
火
災
が
25

件
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
に
よ
る
死
者
は
３
人
、
負
傷

者
は
８
人
発
生
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
建
物
火
災
が
６
月
に
、
そ

の
他
火
災
が
５
・
６
月
に
多
く
発
生

し
て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

火
災
原
因
で
は
、
焼
却
火
等
に
よ

る
も
の
が
最
も
多
く
19
件
と
な
っ
て

お
り
、
出
火
原
因
の
約
32
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
焼
却
火
（
野
焼
き
含
む
）

等
は
、
法
令
に
よ
り
原
則
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

【
救
急
件
数
】

　

救
急
件
数
は
、
８
，
３
４
９
件
で

前
年
よ
り
５
６
９
件
減
少
し
て
い
ま

す
。

　

救
急
種
別
で
み

る
と
、
急
病
（
４
，

９
２
０
件
、
59

％
）
が
最
も
多
く
、

次
い
で
一
般
負
傷

（
１
，
３
９
２
件
、

17
％
）
、
転
院
搬

送
（
１
，
１
１
７

件
、
13
％
）
、
交

通
事
故
（
６
０
４

件
、
７
％
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
搬
送
人

員
は
、
７
，
７
４

３
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
１
日

平
均
約
23
件
出
動

し
、
管
内
住
民
の
約
23
人
に
一
人
を

搬
送
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
救
助
件
数
】

　

救
助
件
数
は
、
１
７
５
件
で
前
年

よ
り
５
件
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

救
助
種
別
で
み
る
と
、
そ
の
他
の

事
故
（
64
件
、
37
％
）
が
最
も
多
く
、

次
い
で
建
物
事
故
（
49
件
、
28
％
）
、

交
通
事
故
（
47
件
、
27
％
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
１
７
５
件
の
出
動
件
数
の

う
ち
、
99
件
の
事
案
に
対
し
救
出
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

【
警
戒･

検
索
そ
の
他
件
数
】

　

警
戒･

検
索
・
そ
の
他
件
数
は
、

３
５
６
件
で
前
年
よ
り
31
件
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

種
別
で
み
る
と
、
検
索
（
１
６
８

件
、
47
％
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で

そ
の
他
（
１
１
６
件
、
33
％
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年(

２
０
２
０
年)

中
の

　
　
　
　
　

  

火
災･

救
急･

救
助
等
の
ま
と
め

3
2
2
3

721
93
193
118
38

2

136

1
9
2
1
13
1
20

73

0
7
0
3
11
1
11
86

52

0
16
0
3
15
0
7

17

0
6
0
1
4
1
17
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年齢別職員構成の状況（令和2年4月1日現在）

職員の給与などの実態について、住民の皆様にご理解いただくため、概要をお知らせします（再任用、臨時職員を除く。）

◎人事の状況

区分 20歳
未満

20歳
～
23歳

24歳
～
27歳

28歳
～
31歳

32歳
～
35歳

36歳
～
39歳

40歳
～
43歳

44歳
～
47歳

48歳
～
51歳

52歳
～
55歳

56歳
～
59歳

60歳
以上 計

職員数 10人 31人 33人 23人 28人 22人 20人 34人 25人 26人 31人 0人 283人

人件費の状況 級別職員数等の状況（令和2年4月1日現在）

職員の採用試験の状況（令和元年度実施分）

区分 住民基本台帳人口
（令和元年度末） 歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率

）A（/）B（

元年度 192,935人 2,778,786千円 64,847千円 2,186,273千円 78.7%

職員給与費の状況

（注）１　職員手当には、退職手当を含まない。
　　２　職員数は、平成31年4月1日現在の人数です。
　　３　給与費については再任用職員（短時間勤務）の給与費を含むが、職員数には含んでいない。

区分 職員数
A

給　　　与　　　費 一人当たり給与費
 B/A給　　料 職員手当 期末･勤勉手当 計B

元年度 287人 1,071,100千円 304,576千円 440,063千円 1,815,739千円 6,327千円

（注）１　「平均給料月額」とは、令和2年4月1日現在における職種ごとの職員の基本給の平均です。
　　２　「平均給与月額」とは、令和2年4月に支給した給料月額と諸手当の合計の平均です。

職員の平均給与月額等の状況（令和2年4月1日）
区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

消防職 38.6歳 302,842円 369,849円

区　分 標準的な職務内容 職員数 構成比

7 級 消防長 1人 0.4%

6 級 次長、署長、
副署長、課長 14人 4.9%

5 級 副署長、課長、主幹 69人 24.3%

4 級 副主幹 46人 16.3%

3 級 係長、主査 67人 23.7%

2 級 主事 30人 10.6%

1 級 主事 56人 19.8%

採用区分 申込者数 受験者数 合格者数 倍率

大卒 11人 10人 4人 2.5倍

短・高卒 26人 25人 10人 2.5倍

令和元年度決算概要
西はりま消防組合一般会計の決算状況は、歳入総額が 2,843,633 千円、歳出総額が 2,778,786 千円で、歳入歳出差引額は 64,847 千円となっています。

科　　目
令和元年度

決算額 構成比

分担金及び負担金 2,728,984 96.0

使用料及び手数料 6,111 0.2

国 庫 支 出 金 25,836 0.9

財　産　収　入 1,992 0.1

繰　　越　　金 62,764 2.2

諸　　収　　入 17,946 0.6

合　　　計 2,843,633 100.0

科　　目
令和元年度

決算額 構成比

議　　会　　費 342 0.0

総　　務　　費 25,392 0.9

消　　防　　費 2,753,052 99.1

合　　　計 2,778,786 100.0

（単位：千円、％）

（単位：千円、％）歳　出

歳　入

◎財政の状況

宍粟市負担金
675,773 千円

佐用町負担金
389,269 千円

上郡町負担金
22,609 千円

使用料及び手数料
6,111 千円

国庫支出金
25,836 千円

財産収入
1,992 千円

繰越金
62,764 千円

太子町負担金
402,182 千円

たつの市負担金
856,654 千円

総務費
25,392 千円

議会費
342 千円

常備消防費
（人件費、予防・警防・ 
救急活動事業費など）
2,612,821千円

消防施設費
（光熱水費等の庁舎管理費、
庁舎維持補修費、消防車両
更新整備費など）
140,231千円

歳入決算額
2,843,633
千円

歳出決算額
2,778,786
千円

相生市負担金
382,497 千円

諸収入
17,946 千円

相　生
消防署

たつの
消防署

宍　粟
消防署

太　子
消防署

佐　用
消防署

合　計

火災件数
6

（8）
23

（29）
10

（24）
9

（8）
12

（12）
60

（81）
建物 3 14 4 1 25
林野 0 0 0 1 3
車両 1 2 1 2 8
その他※ 7 4 8 24

救急件数
1,163

（1,224）
3,336

（3,370）
1,752

（1,969）
1,377

（1,519）
721

（836）
8,349

（8,918）
急病 1,949 1,000 856 394 4,920
交通事故 252 88 137 34 604
一般負傷 546 289 248 116 1,392
転院搬送 453 302 84 160 1,117
その他※ 316

救助件数
25

（31）
47

（36）
33

（32）
41

（41）
29

（30）
175

（170）
火災 2
交通事故 47
水難事故 2
機械事故 8
建物事故 49
ガス及び酸欠事故 3
その他※ 64

警戒・検索・
その他件数

33
（44）

124
（111） （100）

52
（32）

61
（38）

356
（325）

令和２年（2020年）　管内災害件数
（　）内は前年件数　　単位：件

※ 各項目の「その他」欄は、記載以外の種別の件数を計上しています。

1
9
0
0
6
0
9

【
火
災
件
数
】

　

火
災
件
数
は
、
60
件
で
前
年
よ
り

21
件
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
種
別
で
み
る
と
、
建
物
火
災

25
件
、
林
野
火
災
３
件
、
車
両
火
災

８
件
、
そ
の
他
（
田
畑
、
河
川
敷

等
）
火
災
24
件
発
生
し
て
お
り
、
前

年
か
ら
比
べ
る
と
、
建
物
火
災
が
25

件
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
に
よ
る
死
者
は
３
人
、
負
傷

者
は
８
人
発
生
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
建
物
火
災
が
６
月
に
、
そ

の
他
火
災
が
５
・
６
月
に
多
く
発
生

し
て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
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で
は
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焼
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等
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よ

る
も
の
が
最
も
多
く
19
件
と
な
っ
て

お
り
、
出
火
原
因
の
約
32
％
を
占
め

て
い
ま
す
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、
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火
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野
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む
）
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法
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れ

て
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ま
す
。
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救
急
件
数
】
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ま
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９
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転
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搬
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１
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１
１
７

件
、
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％
）
、
交

通
事
故
（
６
０
４

件
、
７
％
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
搬
送
人

員
は
、
７
，
７
４

３
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
１
日

平
均
約
23
件
出
動

し
、
管
内
住
民
の
約
23
人
に
一
人
を

搬
送
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
救
助
件
数
】
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次
い
で
建
物
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％
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交
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事
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件
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％
）
と
な
っ

て
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ま
す
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ま
た
、
１
７
５
件
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出
動
件
数
の

う
ち
、
99
件
の
事
案
に
対
し
救
出
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

【
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索
そ
の
他
件
数
】
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前
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し
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ま
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み
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、
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（
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６
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）
が
最
も
多
く
、
次
い
で

そ
の
他
（
１
１
６
件
、
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％
）
と
な

っ
て
い
ま
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。

令
和
２
年(

２
０
２
０
年)

中
の
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と
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0
16
0
3
15
0
7

17

0
6
0
1
4
1
17



「いのち輝き  絆でつなぐ  あいのまち」
相生消防署 ☎ 0791-23-7119

4

　

若
手
職
員
を
対
象
に
、
10
月
と
11
月
を
強
化
月
間

と
し
、
救
助
技
術
向
上
の
た
め
の
強
化
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

高
所
で
の
作
業
及
び
低
所
へ
の
進
入
な
ど
、
危
険

な
場
所
で
の
活
動
と
な
る
現
場
で
は
、
高
い
技
術
力

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

安
全
・
確
実
・
迅
速
を
原
則
に
若
手
職
員
は
一
つ

一
つ
の
訓
練
に
全
力
で
取
り
組
み
、
技
術
の
向
上
に

努
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

技
術
力
の
向
上
！

建物火災想定訓練

設置済みですか？

林野火災防止用標識の設置！

消防業務１日体験！

宍粟消防署　☎ 0790-62-0119

太子消防署　☎ 079-276-1191

たつの消防署　☎ 0791-63-3511

佐用消防署　☎ 0790-82-3872

　

災
害
に
対
応
す
る
に
は
皆
さ
ん
の
力
が
と
て
も
大

切
で
す
。
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
、
相
生
市

看
護
専
門
学
校
へ
救
急
救
命
士
を
講
師
と
し
て
派
遣

し
、
「
集
団
災
害
医
療
」
に
つ
い
て
の
出
前
授
業
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
相
生
産
業
高
等
学
校
２
年
生
４
名
を
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
受
入
れ
、
４
日
間
の
職
業
体
験
を

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
は
「
人
の
た
め
に
私
た
ち
が
で
き

る
こ
と
。」
を
真
剣
に
考
え
、
熱
い
眼
差
し
で
私
た

ち
の
話
に
聞
き
入
っ
て
く
れ
、
互
い
に
地
域
防
災
を

考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
に
密
着
！

　

い
つ
、
ど
こ
で
災
害
は
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
い
か
な
る
災
害
に
も
対
応
す
べ
く
、
あ
ら
ゆ
る

現
場
を
想
定
し
て
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
水
難
救
助
訓
練
が
あ
り
、
水

難
事
故
、
台
風
や
洪
水
に
伴
う
水
害
な
ど
へ
の
災
害

に
備
え
、
救
命
ボ
ー
ト
の
操
船
訓
練
及
び
潜
水
訓
練

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
導
入
し
た
救
命
ボ
ー
ト
は
乗
船
定
員
の

増
加
、
設
定
時
間
の
短
縮
な
ど
、
活
動
を
よ
り
安

全
・
迅
速
に
す
る
ツ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。

い
か
な
る
災
害
に
も
対
応
！

5

　たつの消防署では、11月５日（木）に、兵庫県立

大学附属中学校・高等学校において中高層建物火災

を想定した訓練を実施しました。形状が複雑な学校

での訓練で、情報収集、各部隊間の連携強化を図り

ました。

　迅速な消火・救助・救急活動の遂行並びに学校側

の的確な避難誘導、初期消火及び情報伝達を通じて

防火意識の向上を図りました。

　宍粟市には、氷ノ山を含めた宍粟50名山があり、

多くの登山者が訪れます。

　林野火災の出火原因は、たき火、たばこ及び火入

れ等人為的なものが多く、ひとたび山火事が発生す

ると、多大な被害をもたらします。

　このため、入山者の山火事予防啓発を目的に市と

協力して市内の登山口等に標識を設置しました。

　皆さん一人ひとりが火の元に注意し、火災予防に

ご協力をお願いいたします。

　平成18年６月から、住宅火災か
ら私たちの命を守るために住宅用
火災警報器設置が義務化され、
署の行事や町内イベントを活用
し、設置の促進を図っています。
　本年度はコロナ禍でイベント自粛が相次いでいます
が職員の発案により防火PRを兼ねたチラシを作成し、
地域の皆さんに直接お届けする運動を展開しています。
といっても、対面での会話を避け、ポスティングです
が・・出会った方からは「お疲れ様」「火災警報器つけ
てるよ」と温かい言葉もいただき、職員一同、全集中で
がんばっています。
　「安心を見守る住宅用火災警
報器！設置
されていま
すか？」

　令和２年度採用の佐用町役場職員10名を対象に、
佐用消防署にて職業体験研修を実施しました。例年
４月に実施している研修ですが、新型コロナウイル
スの影響で今年は10月の実施となりました。
　敬礼などの礼式訓練をはじめ、防火衣着装での消
火訓練、ランニングや腕立て伏せなどの体力錬成、
ロープを使った救助訓練、心肺蘇生法の講習などを
通して、規律や忍耐力を身につけられました。
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世
界
中
で
猛
威
を
振
る
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
県
内
で
も

多
く
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

組
合
で
は
、
救
急
隊
員
を
感
染
か
ら
守
る
こ
と
で
救
急
体
制
を
確
保
し
、

ま
た
住
民
の
み
な
さ
ま
へ
感
染
拡
大
さ
せ
な
い
た
め
の
対
策
と
し
て
、
次
の

と
お
り
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

・
救
急
車
（
17
台
）
に
『
オ
ゾ
ン
発
生
装
置
』
を
導
入

　

こ
の
装
置
の
導
入
に
よ
り
車
内
空
間
に
お
け
る
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
分
解

し
、
常
時
車
内
を
除
染
す
る
こ
と
で
搬
送
中
の
隊
員
等
を
２
次
感
染
の
リ

ス
ク
か
ら
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
搬
送
後
の
消
毒
に
つ
い
て
も

短
時
間
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
次
の
救
急
事
案
へ
備
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
救
急
車
内
の
簡
易
的
な
間
仕
切
り
の
設
置

　
　

車
内
を
間
仕
切
る
こ
と
で
、
２
次
感
染
を
防
止
し
て
い
ま
す
。

・
救
急
隊
員
の
服
装

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
す
る
た
め
、
す
べ
て
の
救
急
出

動
に
対
し
隊
員
は
、
感
染
防
止
衣
、
手
袋
、
ゴ
ー
グ
ル
等
を
着
用
し
て
出

動
し
て
い
ま
す
。

【
住
民
の
み
な
さ
ま
へ
】

住
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
風
評
等
誤
っ
た
情
報
に
流
さ
れ
な
い
よ
う
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【オゾン発生装置】

お知らせ

6

救
急
活
動
に
お
け
る
安
全
対
策

7

information

消毒用アルコールの取扱いにご注意を

　新型コロナウイルス感染症の流行により、うがい、手洗い、マスクの着用、消毒用アルコ
ールによる手指消毒などウイルス感染症防止対策として行われていた予防対策が、コロナ禍
における新しいルールとして定着しています。

　
　予防対策の一つである手指消
毒等に用いられる消毒用アルコ
ールには、一般的に火気に近づ
けると引火しやすい、可燃性蒸
気が低いところにたまりやすい
といった特徴があり、使用する
際には十分な注意が必要です。

　
　また、一定数量以上の消毒用
アルコールを貯蔵・取扱う場合、
量によっては、消防法や火災予
防条例の規制の対象となる場合
がありますので、多量の消毒用
アルコールの貯蔵・取扱いをお
考えの方は、最寄りの消防署へ
問い合わせをお願いします。

危険業務従事者叙勲受章兵庫県自治賞受賞

消防功労

　

永
年
に
わ
た
る
功
績
が
認
め
ら
れ
危
険
業
務

従
事
者
叙
勲
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

瑞宝双光章

元相生消防署長
平林 祐治さん

宍粟防火協会副会長
上野 智也さん

　

　

ひらばやし  ゆう   じ

瑞宝双光章

元たつの消防署長
岩田 良彦さん
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令和２年11月25日（水）、西はりま消防組合意見発表選考会を開催し、次の２名
が優秀賞に選ばれました。両名については、令和３年２月９日（火）、『第19回播
但地区消防職員意見発表会』に出場します。消防組合意見発表選考会

　「おい西角、お前は何がしたくて消防に入った
んや。」私が所属に配属された時、多くの先輩か
ら聞かれた言葉です。
　その時、私は「救助です。オレンジを着て要救助
者の命を救いたいんです。」そう応えていました。
　2011年3月11日、東日本大震災、私が中学2
年生の時です。震度７の地震に、10ｍを超す大
津波、更地と化した東北の街、嘘のような信じ難い光景に言葉が出ませんで
した。それから４年後、高校３年生の春、東日本大震災の復興支援ボランテ
ィアの募集が目に止まりました。
　向かうのは岩手県釜石市。震災時、街は甚大な被害を受けながらも、中
学生の活躍により、市内に住む小中学生の生存率は99.8％と非常に高く、
「釜石の奇跡」と大きく報じられた場所です。当時の中学生には、「君たち
は守られる側ではなく、守る側だ。自分より弱い立場にある小学生や高齢者
を連れて逃げるんだ。」そう指導されてきたそうです。
　東北ボランティア当日、市内の高校と交流する機会があり、生徒たちは私
たちを温かく出迎えてくれ、お互いの地域の方言や、趣味の話などで盛り上
がりました。現地での活動を終え、「ボランティアだけでは終われない。多
くの命を救うことができる人命救助のスペシャリストになりたい」私はその
日から命を救う仕事を志し、そして、平成31年４月、私は消防士としての道
を歩み始めました。
　現在、２年目の私は、消防力の結束を必要とする事案も経験するように
なり、救助隊への思いに変化が生じてきました。「命を救うのは救助隊だけ
なのか？いや違う、救急隊も消防隊もみんなが一緒になって活動するから
命を救うことができるんだ。私は助けを求める人の命を守りたくて消防士
になったんだ。」
　消防法で、国民の生命、身体及び財産を保護すると規定されている。私
はこれに付け加えたい。「消防人とは、一人一人の笑顔を守る。住民の心に
寄り添った活動で安心感を与える。」
　そして、今、「おい西角、お前は何がしたくて消防に入ったんや。」と聞か
れたら、迷わず答えます。
「消防人となりたい。」

梶原 凜太（太子消防署）　『Look  back  and  improve!』 西角 尚也（佐用消防署）　『消防人』
　「成功の大部分は、訓練の賜物である」こ
れは、かの有名なイギリスの小説家、ウィリア
ム・サマセット・モームの言葉である！
　私たちは、いつ起こるか分からない災害に
備えて、様々な訓練を行っています。その全て
の訓練には意味があり現場活動には欠かせな
いものばかりです。私はその中でも「振り返り
訓練」が最も大切だと考えております。今回お話するのは災害活動後の
振り返り、つまりフィードバックについてです。
　先日私は「振り返り」の大切さを痛感する救急現場に出動しました。
　「乗用車と歩行者との衝突事故により、成人男性意識なし！」
　現場経験が浅い私にとって衝撃的な概要であったことは言うまでも
ありません。幸いにも、体動が確認できた為、安堵感とともに強い緊張
感が少し揺るいだ瞬間でもありました。資機材を携行し傷病者に接触
したところ、かなり苦しそうな表情で激しく足をバタつかせ、不穏状態
でありました。私はその状況に冷静さを欠き、早く固定をしなければと
焦り、足側のベルトを強く締め更に傷病者に苦痛を与えることとなりま
した。
　私はこの経験をきっかけに活動の反省点と改善点を一つのノートにま
とめることにしました。その名も「梶ノート」です。これはプロ野球選手
である読売ジャイアンツの丸選手が１打席ごとにその打席の分析を記し
ている「丸ノート」を少し真似てみました。
　振り返りとは、今後どのように成長に結びつけて、どのように行動する
かまでを考え実行することです。同じミスを無くす為にも、現場で傷病
者に苦痛を与えない為にも、自ら、また全体で振り返りを行うことが、
大切な命を守ることに繋がることだと私は思います。
　Look back and improve、振り返り、改善する。この言葉を胸にこれ
からも数多くの現場を経験し、成長していきたいと考えます。
　「成功の大部分は、振り返りの賜物である。」これは無名の消防士、
梶原凜太の言葉である！！

組合内で行われた意見発表選考会は、上記２名を含む優秀者８名で熱弁が繰り広げられました。発表者と題目は以下のとおりです。

相本 和真（たつの消防署）　共通認識を育む
槙　 芳幸（消防本部）　情報で「守る」「攻める」
宮内 郁哉（宍粟消防署）　寄り添うことで救える心

橋本 　翔（たつの消防署）　こどもたちの輝く未来のために！
赤松 闘覇（相生消防署）　緊急走行をより安全に！～住民との認識のズレ～
寺本　 涼（宍粟消防署）　当たり前
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消毒用アルコールの取扱いにご注意を

　新型コロナウイルス感染症の流行により、うがい、手洗い、マスクの着用、消毒用アルコ
ールによる手指消毒などウイルス感染症防止対策として行われていた予防対策が、コロナ禍
における新しいルールとして定着しています。

　
　予防対策の一つである手指消
毒等に用いられる消毒用アルコ
ールには、一般的に火気に近づ
けると引火しやすい、可燃性蒸
気が低いところにたまりやすい
といった特徴があり、使用する
際には十分な注意が必要です。

　
　また、一定数量以上の消毒用
アルコールを貯蔵・取扱う場合、
量によっては、消防法や火災予
防条例の規制の対象となる場合
がありますので、多量の消毒用
アルコールの貯蔵・取扱いをお
考えの方は、最寄りの消防署へ
問い合わせをお願いします。
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者の命を救いたいんです。」そう応えていました。
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年生の時です。震度７の地震に、10ｍを超す大
津波、更地と化した東北の街、嘘のような信じ難い光景に言葉が出ませんで
した。それから４年後、高校３年生の春、東日本大震災の復興支援ボランテ
ィアの募集が目に止まりました。
　向かうのは岩手県釜石市。震災時、街は甚大な被害を受けながらも、中
学生の活躍により、市内に住む小中学生の生存率は99.8％と非常に高く、
「釜石の奇跡」と大きく報じられた場所です。当時の中学生には、「君たち
は守られる側ではなく、守る側だ。自分より弱い立場にある小学生や高齢者
を連れて逃げるんだ。」そう指導されてきたそうです。
　東北ボランティア当日、市内の高校と交流する機会があり、生徒たちは私
たちを温かく出迎えてくれ、お互いの地域の方言や、趣味の話などで盛り上
がりました。現地での活動を終え、「ボランティアだけでは終われない。多
くの命を救うことができる人命救助のスペシャリストになりたい」私はその
日から命を救う仕事を志し、そして、平成31年４月、私は消防士としての道
を歩み始めました。
　現在、２年目の私は、消防力の結束を必要とする事案も経験するように
なり、救助隊への思いに変化が生じてきました。「命を救うのは救助隊だけ
なのか？いや違う、救急隊も消防隊もみんなが一緒になって活動するから
命を救うことができるんだ。私は助けを求める人の命を守りたくて消防士
になったんだ。」
　消防法で、国民の生命、身体及び財産を保護すると規定されている。私
はこれに付け加えたい。「消防人とは、一人一人の笑顔を守る。住民の心に
寄り添った活動で安心感を与える。」
　そして、今、「おい西角、お前は何がしたくて消防に入ったんや。」と聞か
れたら、迷わず答えます。
「消防人となりたい。」

梶原 凜太（太子消防署）　『Look  back  and  improve!』 西角 尚也（佐用消防署）　『消防人』
　「成功の大部分は、訓練の賜物である」こ
れは、かの有名なイギリスの小説家、ウィリア
ム・サマセット・モームの言葉である！
　私たちは、いつ起こるか分からない災害に
備えて、様々な訓練を行っています。その全て
の訓練には意味があり現場活動には欠かせな
いものばかりです。私はその中でも「振り返り
訓練」が最も大切だと考えております。今回お話するのは災害活動後の
振り返り、つまりフィードバックについてです。
　先日私は「振り返り」の大切さを痛感する救急現場に出動しました。
　「乗用車と歩行者との衝突事故により、成人男性意識なし！」
　現場経験が浅い私にとって衝撃的な概要であったことは言うまでも
ありません。幸いにも、体動が確認できた為、安堵感とともに強い緊張
感が少し揺るいだ瞬間でもありました。資機材を携行し傷病者に接触
したところ、かなり苦しそうな表情で激しく足をバタつかせ、不穏状態
でありました。私はその状況に冷静さを欠き、早く固定をしなければと
焦り、足側のベルトを強く締め更に傷病者に苦痛を与えることとなりま
した。
　私はこの経験をきっかけに活動の反省点と改善点を一つのノートにま
とめることにしました。その名も「梶ノート」です。これはプロ野球選手
である読売ジャイアンツの丸選手が１打席ごとにその打席の分析を記し
ている「丸ノート」を少し真似てみました。
　振り返りとは、今後どのように成長に結びつけて、どのように行動する
かまでを考え実行することです。同じミスを無くす為にも、現場で傷病
者に苦痛を与えない為にも、自ら、また全体で振り返りを行うことが、
大切な命を守ることに繋がることだと私は思います。
　Look back and improve、振り返り、改善する。この言葉を胸にこれ
からも数多くの現場を経験し、成長していきたいと考えます。
　「成功の大部分は、振り返りの賜物である。」これは無名の消防士、
梶原凜太の言葉である！！

組合内で行われた意見発表選考会は、上記２名を含む優秀者８名で熱弁が繰り広げられました。発表者と題目は以下のとおりです。

相本 和真（たつの消防署）　共通認識を育む
槙　 芳幸（消防本部）　情報で「守る」「攻める」
宮内 郁哉（宍粟消防署）　寄り添うことで救える心

橋本 　翔（たつの消防署）　こどもたちの輝く未来のために！
赤松 闘覇（相生消防署）　緊急走行をより安全に！～住民との認識のズレ～
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た
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れ
て
い
ま
す
。

消防車・救急車の要請は、迷わず

局番なしの119番通報をしてください！
診察可能な病院を知りたいときは…

0791-76-7300 （消防指令センター）

0791-76-7160 （休日・夜間病院案内） ※自動音声

災害の情報を知りたいときは…

0791-76-7150 （災害情報案内） ※自動音声

令
和
３
年
春
の
全
国
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

　消防学校での半年間の初任教育を終え、
成長した姿で帰ってきました。
「理想の消防士像」についてインタビュー
しました。

　写真右は「査閲」、写真下は「卒業式」
のものです。

西はりま消防組合  ～消防学校初任教育を終えて～

●目標
　常に向上心を持ち続
け、どんな厳しい状況
下であっても立ち向か
えるような技術、知識、
体力を身につけ住民の
方々に信頼される消防
士になります。
●趣味
　釣り在賀 汰樹

●目標
　消防士を志した時の
初心を忘れず、今公務
員として全体の奉仕者
であることを自覚し、
住民の方々に信頼され、
愛される消防士になり
ます。
●趣味
　温泉に入ること栗蔭 怜於

●目標
　地域住民の方々から
愛され、信頼される消
防士です。その為にも、
常に向上心を持って知
識、技術を習得できる
ように努力していきま
す。
●趣味
　野球、スノーボード樽本 大地

●目標
　日々の訓練から意欲
的に取り組み、自身の
知識、技術の向上に努
めます。そして、住民
の方々に信頼される消
防士を目指します。
●趣味
　スノーボード、映画
　鑑賞森本 海斗

●目標
　多くの知識及び技術
を習得し、警防・救
助・救急・予防等の
様々な現場で活動する
ことができる隊員にな
れるよう日々精進して
いきます。
●趣味
　ドライブ山本 悦史

●目標
　消防士であるという
自覚を持ち、日々訓練
に励む中で知識・技
術・体力を身に付け、
住民の方から信頼され
る消防士になります。
●趣味
　ソフトボール
　音楽鑑賞家永 麻絵

●目標
　消防士として、常に
向上心を持ち、初心を
忘れることなく日々住
民の方々のために訓練
に励み、立派な消防士
を目指します。
●趣味
　釣り

谷口 賢多

●目標
　日々訓練に励み、自
身の知識と技術の向上
に努めた上で、周りか
ら必要とされるような
消防士を目指します。
●趣味
　野球、バドミントン

内田  塁斗

●目標
　全てのことに手を抜
かず取り組み、自分自
身を最大限まで追い込
める熱い気持ちをもっ
た住民から信頼される
消防士になります。
●趣味
　旅行、キャンプ

那須 隆希

●目標
　住民に信頼され、子
供達が憧れるヒーロー
になれるよう知識と技
術の習得に励み、プロ
フェッショナルな消防
士を目指します。
●趣味　
　体力錬成
　ﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ映画鑑賞高見　 遼

●目標
　地域住民の方々に信
頼される消防士になる
ために、自身が公務員
である自覚を持ち、
日々訓練に励み、知識、
技術を身につけていき
ます。
●趣味
　柔道、釣り上岡 達矢

●目標
　初心の気持ちを忘れ
ず、多くの知識・技術
を持ち、住民の方々に
信頼される消防士です。
●趣味
　スポーツ、音楽鑑賞

井上 拓実

●目標
　最後まで諦めず、熱く
強い気持ちを持った消
防士になります。また、
女性職員として住民の
方々に親身に寄り添い、
優しさを兼ね備えた消
防士を目指します。
●趣味
　料理黒田 菜月

ありが たいじゅ くりかげ れお たるもと だいち もりもと かいと

やまもと えつし いえなが あさえ

たにぐち けんた うちだ るいと なす りゅうき たかみ りょう

うえおか たつや いのうえ たくみ くろだ なつき

Ｑ
　
救
急
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？

Ａ
　
救
急
救
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士
や
救
急
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員

が
着
て
い
る
服
で
、
色
は
灰
色

な
ん
だ
よ
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救
急
救
命
士
は
、
右
袖
に
ワ

ッ
ペ
ン
を
付
け
て
い
る
ん
だ
よ
。

「
救
急
服
」

西はりま消防組合
ホームページへの
アクセスはこちら

▼

見てね！
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